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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】少ない工数と低コストで葺替え施工でき、かつ
アスベスト被害を招来しない施工が可能な屋根葺替え金
具を提供する。
【解決手段】既設の屋根材の上面にのせる基板１０と、
基板１０に立設されたボルト２０と、ボルト２０に螺合
されたナット２３，２７を有している。基板１０には、
既設の屋根材を固定しているフックに差し込む切欠き溝
１６が形成されている。切欠き溝１６の幅は、フックの
直径より大きく、フックに螺合するナットの外径より小
さい。基板１０の切欠き溝１６を、既設の屋根材の表面
と、それを固定しているフックのナットの下面の間に差
し込めば、ナットの下面で切欠き溝１６の周辺部が押え
られて基板１０を固定できる。そのうえで、基板１０に
立設されているボルト２０に新設の屋根材を取付けると
、新しい屋根の葺替えが行える。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　建物の母屋に係合したフックの上部にナットを螺合して屋根材を固定している既設の屋
根の上面に新設の屋根材を固定するための葺替え金具であって、
既設の屋根材の上面にのせる基板と、
該基板に立設されたボルトと、該ボルトに螺合されたナットを有しており、
前記基板には、既設の屋根材を固定しているフックに差し込む切欠き溝が形成されており
、
該切欠き溝の幅は、前記フックの直径より大きく、前記ナットの外径より小さい
ことを特徴とする屋根葺替え金具。
【請求項２】
　前記基板が、波形屋根材の湾曲形状に合わせて湾曲しており、
湾曲した基板の山部分において、山の稜線に沿って前記切欠き溝が形成されている
ことを特徴とする請求項１記載の屋根葺替え金具。
【請求項３】
　前記基板が、前端側に前記切欠き溝が形成され、中央部に前記ボルトが立設され、後端
側に該端縁を折り曲げた打撃部が形成されている
ことを特徴とする請求項１または２記載の屋根葺替え金具。
【請求項４】
　前記ボルトを前記基板に取付ける固定ナットを備えており、
前記固定ナットは既設の屋根材と新設の屋根材との間の間隔を規制するスペーサを兼ねて
いる
ことを特徴とする請求項１、２または３記載の屋根葺替え金具。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、屋根葺替え金具に関する。いわゆるスレートは、石綿スレートで構成された
波形の形状をした屋根材であり、屋根の下で平行に渡し掛けた複数本の母屋にフックで締
結されている。このようにして取付けられたスレート屋根も長年使用すると風雨で劣化す
るので、古いスレート材の上面に新しい屋根板を載せて金具で固定する葺替えが、よく行
われている。本考案はこのような屋根の葺替えに使用される金具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来例１を図８に基づき説明する。
（Ｉ）スレート100は既設の屋根材である。このスレート100は、母屋101に載せられてお
り、スレート100の山が母屋101に引っ掛けられたフック102で止められている。つまり、
フック102の上端ねじ部にはパッキンを介してナット103を締め込んでおり、スレート100
を固定している。
(II）上記のようなスレート屋根の葺替え作業は、つぎのようにして行われる。まず、古
いスレート100に台形の取付台104をのせ、この取付台104の裾部分とスレート100にボルト
105を通し、母屋101にねじ込んで、取付台104を固定する。
(III)つぎに、取付台104の上に新しい屋根板を載せるための角パイプ108をのせる。角パ
イプ108と取付台104とはボルト止めか溶接で結合される。つぎに、角パイプ108にタイト
フレーム106をのせ、ボルトで固定する。
(IV)そして、新しい屋根材110をタイトフレーム106にのせてボルト107で固定する。
【０００３】
　このタイプは、古いスレート100と新しい屋根板110との間に、空間ができるので、空気
の換気には適している。
　しかし、角パイプ108やタイトフレーム106、取付台104を要し、部品コストが高くなる
。また、角パイプ108とタイトフレーム106や取付台104を互いに結合するため、ボルト止
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めの個所が多くなり、溶接も必要なときがあって施工期間が長くなる。
　そして、取付台104を母屋101にボルト止めする際に古いスレート100にボルト105を通す
ので、屋根の下に古いスレート100のカスが落下する。古いスレートにはアスベストを含
有しているものがあるので、人の健康被害につながりかねない。
【０００４】
　つぎに、従来例２を図９に基づき説明する。
　（Ｉ）の既設屋根の状態は図８と同様である。（II）では、古いフック102のナット103
より上にある頭部をクリッパー等の手工具で切っておく。この作業を頭切りという。
　（III)そして、古いスレート100の上にネット111をのせて、新しい屋根材112をのせる
。古いフック102は頭切りされているので、新しい屋根材112を古いスレート100のすぐ上
にのせることができる。なお、ネット111は古いスレート100が破れて作業員が落下するの
を防止するための安全策である。新しい屋根材112は、古いスレート100と同じような波形
の折板である。
　（IV)新しい屋根材112と古いスレート100を通してボルト113を母屋にねじ込む。このボ
ルト止めによって新しい屋根材112が固定される。
【０００５】
　このタイプは、古いスレート100と新しい屋根材112との間の隙間を小さくしたものであ
る。換気性はないが、屋根高さを従来どおりに抑えることができる。
　しかし、新しい屋根材112を古いスレート100のすぐ上にのせるため、古いフック102の
ナット103より上にある頭部を切っておく必要があるが、この場合も、フックの本数は膨
大な数になるので、この頭切りでは多大な工数を要する。
　また、ボルト113で新しい屋根材112を固定するとき、古いスレート100にも通すので、
削孔時のカスが古いスレート100から室内に落下する。そして、古いスレート100にはアス
ベストを含有しているものがあるので、人の健康被害につながりかねないという問題があ
る。
【０００６】
【非特許文献１】総合カタログ４　kawakami YANEYA 株式会社川上板金工業所　５６～６
０頁
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　本考案は上記事情に鑑み、少ない工数と低コストで葺替え施工でき、かつアスベスト被
害を招来しない施工が可能な葺替え用金具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　第１考案の屋根葺替え金具は、建物の母屋に係合したフックの上部にナットを螺合して
屋根材を固定している既設の屋根の上面に新設の屋根材を固定するための葺替え金具であ
って、既設の屋根材の上面にのせる基板と、該基板に立設されたボルトと、該ボルトに螺
合されたナットを有しており、前記基板には、既設の屋根材を固定しているフックに差し
込む切欠き溝が形成されており、該切欠き溝の幅は、前記フックの直径より大きく、前記
ナットの外径より小さいことを特徴とする。
　第２考案の屋根葺替え金具は、第１考案において、前記基板が、波形屋根材の湾曲形状
に合わせて湾曲しており、湾曲した基板の山部分において、山の稜線に沿って前記切欠き
溝が形成されていることを特徴とする。
　第３考案の屋根葺替え金具は、第１または第２考案において、前記基板が、前端側に前
記切欠き溝が形成され、中央部に前記ボルトが立設され、後端側に該端縁を折り曲げた打
撃部が形成されていることを特徴とする。
　第４考案の屋根葺替え金具は、第１、２または第３考案において、前記ボルトを前記基
板に取付ける固定ナットを備えており、前記固定ナットは既設の屋根材と新設の屋根材と
の間の間隔を規制するスペーサを兼ねていることを特徴とする。
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【考案の効果】
【０００９】
　第１考案によれば、基板の切欠き溝を、既設の屋根材の表面と、それを固定しているフ
ックのナットの下面の間に差し込めば、ナットの下面で切欠き溝の周辺部が押えられて基
板を固定できる。そのうえで、基板に立設されているボルトに新設の屋根材を取付けると
、新しい屋根の葺替えが行える。
　このように、葺替え金具の取付けは簡単であり、古いフックの頭部切りも必要なく、そ
の葺替え金具への新しい屋根材の取付けもナットを螺合することで行えるので、施工が容
易である。また、古いスレート屋根材にボルトを通す必要がないので、屋根材が石綿スレ
ートであったとしてもアスベスト被害を生ずることはない。
　第２考案によれば、基板が湾曲しているので、波形屋根材に安定的に取付けることがで
きる。また、切欠き溝は山の稜線に沿っているので、既設の波形屋根のフックに差し込む
作業が容易に行える。
　第３考案によれば、端縁を折り曲げて強度を高くした打撃部を設けているので、ハンマ
ーで基板を叩いてフックに差し込むとき、基板が変形しない。また、ハンマーで叩く作業
も確実に行えるので、施工が容易になる。
　第４考案によれば、スペーサを兼ねる固定ナットに長いものと短いものを用意しておけ
ば、既設の屋根と新設の屋根との間の間隔を大きくするのも小さくするのも自在にできる
。このため、葺替え後の屋根に換気性を付与することも、屋根高さを抑制することも自由
に選択できる。また、固定ナットの長い葺替え金具を用いるときは、既設の屋根材と新設
の屋根材との間隔を高くできるので、古いフックの頭切りをする必要がなくなり、施工を
迅速に行うことができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１０】
　つぎに本考案の実施形態を図面に基づき説明する。
（第１実施形態）
　図１は本考案の第１実施形態に係る屋根葺替え金具Ａと葺替え工事完了状態を示す斜視
図である。図２は図１の屋根葺替え金具Ａを示し、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は裏面図、（
Ｃ）は側面図である。
【００１１】
　図１において、５１は新しく葺替えた屋根材、５２は古いスレート屋根材、５３は新旧
の屋根材を固定するための母屋である。母屋５３は図示のごとくＣ形鋼などが用いられて
いる。古いスレート屋根材５２は、フック６０で母屋５３に固定されている。すなわち、
フック６０の下端の折れ曲がり部（図中右端のフック６０参照）は母屋５３に引っ掛けら
れ、フック６０の上端部はスレート屋根材を貫いており、ナット６１を螺合して屋根材５
２を固定している。図中の古いスレート屋根材５２は、いわゆる波形材であるので、新し
い屋根材５１も波形材の形状に合った折板を用いている。
　Ａは本考案に係る葺替え金具である。この葺替え金具Ａは、古いスレート屋根材５２を
母屋５３に固定しているフック６０に差し込んで使用され、新しい屋根材５１を古いスレ
ート屋根材５２の上方で支持する金具である。
【００１２】
　上記葺替え金具Ａを図２に基づき詳述する。
　１０は基板であり、平面視では略四角形である。以下、１１を前端、１２を後端、１３
を両側の側端として説明する。この基板１０は、正面視では湾曲した板材である。正面視
の中央は山部分１４であり、両端は谷に沿う裾部分１５である。
　この基板１０の前端１１には切欠き溝１６が形成されている。この切欠き溝１６は前記
フック６０が嵌る細幅かつ縦長の溝で、フック６０の直径よりも少し大きく、ナット６１
よりも小さい幅に仕上げられている。また、この切欠き溝１６の入口はハの字状に湾曲し
、さらに薄刃状に仕上げており、フック８０の古い丸座金及びパッキンの下への差し込み
が容易にされている。
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【００１３】
　前記基板１０の後端１２には、端縁を折り曲げて形成した打撃部１７が設けられている
。この打撃部１７はハンマーで打撃したときに変形せず、打撃力を基板１０に伝達する役
割を負っている。
　また、基板１０の切欠き溝１６と打撃部１７との間には、ボルト固定部１８が形成され
ている。このボルト固定部１８はボルト２０の頭部２１を収容する凹所であり、凹所の内
壁にボルトの頭部２１が当って、ボルトの回転を防ぐことができるようになっている。
【００１４】
　２０はボルトである。ボルト２０の頭部２１は前記ボルト固定部１８内に収められ、ボ
ルト２０の軸部２２はボルト固定部１８の天面の孔から上方へ通されている。そして、固
定ナット２３を軸部２２に螺合し、この固定ナット２３と前記頭部２１でボルト固定部１
８の天面を挟み付けてボルト２０を固定している。図示の固定ナット２３は長さの短いナ
ットである。
　そして、このボルト２０の軸部２２には、新しい屋根材を取付けるための下座金２４、
パッキン２５、上座金２６、ナット２７が挿入されるようになっている。また、ボルト２
０は、軸部２２の先端が尖った剣先ボルトを用いている。これは、新しい屋根材である折
板をたたき込んで挿入するためである。
【００１５】
　つぎに、図３～図５に基づき屋根葺替え工法を説明する。図４は屋根葺替え手順Ｉ～II
Iを側面視で示す説明図である。図５は屋根葺替え完了状態を示し、（Ａ）は正面図、（
Ｂ）は側面図である。なお、図３の工程Ｉ～IIIと図４の工程Ｉ～IIIは対応しており、最
後の工程IVは図５に示している。
（工程Ｉ）
　母屋５３上に古いスレート屋根材５２を固定しているフック６０の頭（ナット６１から
上方に飛び出た部分）を切除した状態である。切除される頭は点線で図示されている。
　なお、古いスレート屋根材５２を固定しているフック６０は経年使用により錆付いてく
るが、ナット６１から下方は風雨にさらされないので、外観も綺麗であり強度も保たれて
いる。錆付いてボロボロになるのはナット６１より上方の部分であり、これをクリッパー
等の手工具で切除することは簡単である。こうして不要な頭を除き新しい屋根材と干渉し
ないようにしておく。なお、ナット６１の下の丸座金６２とパッキン６３はそのまま残し
ておかれる。
【００１６】
（工程II)
　葺替え金具Ａをフック６０に嵌め込む。すなわち、ナット６１と丸座金６２の下面のパ
ッキン６３の部分でフック６０の軸部に基板１０の切欠き溝１６を嵌めていく。このとき
、ハンマーで基板１０の打撃部１７を軽く叩いていくと、古いスレート屋根材５２の上面
がガイドとなって、基板１０を容易に差し込むことができる。このように基板１０を差し
込んだ後で、ボルト２０には下座金２４のみを嵌めておく。
　このように、古いフック６０のナット６１の下面に差し込むだけでも、フック６０のナ
ット６１より下方は充分な強度を有しているので、葺替え金具Ａをしっかりと挟んで固定
することができる。
【００１７】
（工程III)
　差し込んだ葺替え金具Ａのボルト２０に新しい屋根材５１をのせる。このとき、新しい
屋根材５１である折板の上であって、ボルト２０の直上位置に丸筒状の呼出しパイプをお
いてハンマーで打撃する。すると、ボルト２０の軸部２２の先端は尖っているので、屋根
材５１がボルト２０に突き刺さっていく。このように、ボルト２０の直上部分をたたくだ
けでよく、予め孔あけしておく必要がないので、新しい屋根材５１の装着は簡単に行える
。
【００１８】
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（工程IV)
　図５の（Ａ）,（Ｂ）に示すように、新しい屋根材５１の上から葺替え金具Ａのボルト
２０の軸部２２に、パッキン２５と上座金２６を差し込み、ついでナット２７を締め込む
と、新しい屋根材５１を葺替え金具Ａに固定することができる。図５（Ｂ）では葺替え金
具Ａを古いフック６０の右側から差し込んでいるが、葺替え金具Ａを左側からも差し込み
、左右交互から差し込んでおけば葺替え金具Ａがずれたり、抜け落ちることはない。
【００１９】
（第１実施形態の利点）
　上記のように、第１実施形態の葺替え金具Ａは、基板１０が湾曲しているので、波形屋
根材に安定的に取付けることができる。また、切欠き溝１６は山部１４の稜線に沿ってい
るので、既設の波形屋根のフック６０に差し込む作業が容易に行える。また、端縁を折り
曲げて強度を高くした打撃部１７を設けているので、ハンマーで基板１０を叩いてフック
６０に差し込むとき、基板１０が変形しない。また、ハンマーで叩く作業も確実に行える
ので、施工が容易になる。
【００２０】
　以上のように、基板１０の切欠き溝１６を、既設の屋根材の表面と、それを固定してい
るフック６０のナットの下面の間に差し込めば、ナットの下面で切欠き溝１６の周辺部が
押えられて基板１０を固定できる。そのうえで、基板１０に立設されているボルトに新設
の屋根材を取付けると、新しい屋根の葺替えが行える。そして、古いスレート５２に孔あ
けの必要がないので石綿の破片が建物の室内に落ちることがない。このため、室内の養生
が不要なので施工を短期間で行える。また、施工期中に雨が降っても雨漏りすることがな
い。
【００２１】
（第２実施形態）
　つぎに、第２実施形態の葺替え金具Ｂを図６および図７に基づき説明する。図６は本考
案の第２実施形態に係る屋根葺替え金具Ｂを示し、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は裏面図、（
Ｃ）は側面図である。図７は屋根葺替え完了状態を示し、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は側面
図である。
　図６に示す第２実施形態の葺替え金具Ｂは、ボルト２０の長さを長くし、固定ナット２
３に長いものを用いた形態である。この固定ナット２３はスペーサの機能を兼ねるもので
、葺替え後の新しい屋根材を高い位置に支持することができる。その余の構成は、前記第
１実施形態と実質同一であるので、同一符号を付して説明を省略する。
【００２２】
　図７に示すように、第２実施形態の葺替え金具Ｂを用いた場合は、古いスレート屋根材
５２と新しい屋根材５１との間の間隔Ｄを高くとれるので葺替え後の屋根に換気性を付与
することができる。また、間隔Ｄ内に、グラスウール等の断熱材を敷き込むことができる
。このため、屋根が断熱仕様となり、夏は涼しく冬は温かく、結露も生じない。
　さらに、古いスレート屋根材５２を固定しているフック６０について、ナット６１より
上方の頭を切除しなくてよいので、第１実施形態で必要であった工程Ｉにおける頭切り作
業は必要なくなる。よって、フック６０は、古いスレート屋根材５２を止めている状態の
まま用いられている。
【００２３】
（他の実施形態）
　つぎに、他の実施形態を説明する。
　前記各実施形態の葺替え金具Ａ，Ｂでは、基板１０は正面視で湾曲したものであったが
、平板状や台形状の基板としてもよい。この場合、古いスレート屋根材が平板状や台形状
であれば、支障なく使用することができる。
　また、新しい屋根材５１についても波形である必要はなく、平板状のものや、断面が台
形状のものであってもよい。
【００２４】
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（各実施形態の利点）
　上記いずれの実施形態においても、本考案の葺替え金具Ａ，Ｂを使用すると、基板１０
の切欠き溝１６を、既設の屋根材の表面と、それを固定しているフック６０のナット６１
の下面の間に差し込めば、ナット６１の下面で切欠き溝１６の周辺部が押えられて基板１
０を固定できる。そのうえで、基板１０に立設されているボルト２０に新設の屋根材を取
付けると、新しい屋根５１の葺替えが行える。
　このように、葺替え金具Ａ，Ｂの取付けは簡単であり、その葺替え金具Ａ，Ｂへの新し
い屋根材５１の取付けもナットを螺合することで行えるので、施工が容易である。また、
古いスレート屋根材にボルトを通す必要がないので、屋根材が石綿スレートであったとし
てもアスベスト被害を生ずることはない。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本考案の第１実施形態に係る屋根葺替え金具Ａと葺替え工事完了状態を示す斜視
図である。
【図２】図１の屋根葺替え金具Ａを示し、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は裏面図、（Ｃ）は側
面図である。
【図３】図１の屋根葺替え金具Ａを用いた屋根葺替え手順Ｉ～IIIを正面視で示す説明図
である。
【図４】屋根葺替え手順Ｉ～IIIを側面視で示す説明図である。
【図５】屋根葺替え完了状態を示し、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は側面図である。
【図６】本考案の第２実施形態に係る屋根葺替え金具Ｂを示し、（Ａ）は正面図、（Ｂ）
は裏面図、（Ｃ）は側面図である。
【図７】屋根葺替え完了状態を示し、（Ａ）は正面図、（Ｂ）は側面図である。
【図８】従来のスレート屋根葺替え工法の一例の説明図である。
【図９】従来のスレート屋根葺替え工法の他の例の説明図である。
【符号の説明】
【００２６】
　　Ａ　葺替え金具
　　Ｂ　葺替え金具
　１０　基板
　１６　切欠き溝
　１７　打撃部
　２０　ボルト
　２３　固定ナット
　６０　フック
　６１　ナット
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